
船舶事故調査報告書 

平成２９年８月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２９年４月２５日 １４時２６分ごろ 

発生場所 福島県猪苗代町翁島東方沖（猪苗代湖） 

 名倉山二等三角点から真方位１０４°１,２７７ｍ付近 

 （概位 北緯３７°３０.７′ 東経１４０°０２.７′） 

事故の概要  旅客船かめ丸は、南西進中、岩礁に乗り揚げた。 

事故調査の経過 平成２９年４月２６日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 かめ丸、１１２トン 

 １２６６７６、磐梯観光船株式会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船底キールに擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風力 ３ 

水象：波高 約０.２～０.３ｍ 

 事故の経過 本船は、船長ほか１人が乗り組み、旅客５人を乗せ、猪苗代湖遊覧

の目的で、手動操舵により、約９ノットの対地速力で翁島北東方沖を

南西進中、平成２９年４月２５日１４時２６分ごろ‘雪解け水の流入

により水面下となった岩礁’（以下「本件岩礁」という。）に船尾付近

のキールが乗り揚げた。 

本船は、船長が直ちにＡ社へ救助要請を行い、来援した僚船に旅客

全員を移乗させ、別の僚船が引き降ろしを試みたが、離礁できなかっ

た。 

本船は、その後、船尾を上げるようにバラストを調整したところ、

５月４日１２時１８分ごろ離礁したので、自力航行して会津若松市中

田浜に向かった。 

船長は、１０年ほど前から週に２、３回猪苗代湖を航行していたの

で本件岩礁の存在を知っており、運航基準に基づいて周囲の山や島の

見える方向を確認しながら遊覧コースを航行していたが、本事故時、

考え事をしていたので、本船が遊覧コースを外れたことに気付かなか

った。 

分析 

 

 本船は、船長が、考え事をしていて船位の確認を行っていなかった

ことから、遊覧コースを外れていることに気付かず、本件岩礁に乗り

揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、船長が、考え事をしていて船位の確認を行っていなかっ

たため、遊覧コースを外れていることに気付かず、本船が本件岩礁に



乗り揚げたものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行中は、操船に集中すること。 

・遊覧コースを外れないよう船位の確認を徹底すること。 

 


